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(57)【要約】
　本発明は、　粉末状物質（１３）、特に薬剤の類がカ
プセル（１４）に収容されており、前記カプセル（１４
）は、スライダー（９）によって取出し位置へ変位可能
であり、取出し位置においてカプセル壁（４１）が、変
位可能な針（３３）によって孔を開けられることができ
る装置（１）に関する。物質を放出することに関し、こ
の種の装置を改良すうために、カプセルチェンバ（２６
）の壁（２９）に、マウスピースチャネル（５）の方向
に上行ねじ筋（３０）を設けることが提案される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉末状物質（１３）、特に薬剤の類がカプセル（１４）に収容されており、
　前記カプセル（１４）は、スライダー（９）によって取出し位置へ変位可能であり、
　前記カプセルの内容物を、カプセルチェンバ（２６）の軸方向延長部に延在しているマ
ウスピースチャネル（５）を通って、完全に吸引するために、取出し位置においてカプセ
ル壁（４１）が、前記スライダー（９）内で変位可能な少なくとも２本の針（３３）によ
って孔を開けられることができる装置（１）であって、
　カプセルチェンバ（２６）の壁（２９）が、マウスピースチャネル（５）の方向に上行
ねじ筋（３０）を有していることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記ねじ筋（３０）が、前記カプセルチェンバ（２６）の下端部から始まって、前記カ
プセルチェンバ（２６）の上端部まで届く、Ｓ字状のねじ筋リブを有し、及び前記カプセ
ルチェンバ（２６）が、前記壁（２９）の下基端部に吸引される空気のアクセス開口部（
２８）を有していることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　吸気開口部（１０）が、マウスピースアウトレット（６）に対して、隣接し及び軸方向
に偏倚していることを特徴とする請求項１又は２に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉末状物質、特に薬剤の類がカプセルに収容されており、前記カプセルは、
スライダーによって取出し位置へ変位可能であり、前記カプセルの内容物を、カプセルチ
ェンバの軸方向延長部に延在しているマウスピースチャネルを通って、完全に吸引するた
めに、取出し位置においてカプセル壁が、前記スライダー内で変位可能な二本の針によっ
て孔を開けられることができる装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　当該種類の装置は知られており、カプセル吸入器とも呼ばれている。それらは、主とし
て、カプセル内にさらに分割された粉末状態の医薬物質の吸引のために機能する。通常、
そのようなカプセルは、二つの部材、即ち、ボディ及びキャップから製造されており、こ
れらの二つの部材は、テレスコープ式に相互に押し込まれている。特に吸入可能物質を収
容するため、前記カプセルは、超低吸水性プラスチック素材から製造されている。代替的
に、それらはゼラチンで製造される。当該種類の装置は、特許文献１によって知られてお
り、ここで、吸入される物質で満たされたカプセルは、ユーザの手作業で吸入流に対して
実質的に横方向に変位可能なスライダーによって、カプセルチェンバの内部に位置してい
る。スライダーを変位させることによって、カプセル又はカプセルの容器となるカプセル
チェンバは、カプセルチェンバがマウスピースチャネルの軸方向延長部に延在する位置に
移動し、それによって、このスライダー位置において、吸入の過程、即ち、ユーザが吸入
する間に、流れる気流を受ける吸引チャネルの一部となる。カプセル内部に格納していた
物質を放出するために、カプセル壁は孔が開けられる。上述した構成において、二本の針
がこの目的を果たす。針を無負荷位置へ戻そうとするバネ力を克服した結果、二本の針は
、カプセルチェンバ内に突入し、カプセルチェンバの壁を通過して、これにより、カプセ
ルチェンバの壁に孔を開ける方法で、二本の針は、スライダー及びスライダーの変位方向
に対して移動可能である。吸入のために、針は、バネ負荷開始位置へ戻る。マウスピース
を通る、及び結果的にカプセルチェンバを通る気流の吸引によって、粉末状物質は、カプ
セル壁に孔を開けて設けられた開口部を通じて、外に出てカプセルを空にし、その後、吸
引された気流によって吸入される。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】独国特許発明第ＤＥ　６９０　０４　７４９　Ｔ２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記先行技術に鑑み、本発明の技術的目的は、当該種類の装置をさらに改良することで
あり、特に、カプセルから物質を放出することに関し、及び好ましくは、吸引された気流
にて放出された物質を供給することに関して改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　まず最初に、請求項１の主題、即ち、カプセルチェンバの壁が、マウスピースチャネル
の方向に上行ねじ筋を有していることに基づいて、本発明の目的は達成される。この構成
によれば、螺旋状のカプセルチェンバのタイプのものが作り出される。カプセルがカプセ
ルチェンバに挿入されると、螺旋を形成するねじ筋が、カプセルの周囲を上行態様にて延
在する。さらに好ましくは、ねじ筋がカプセルチェンバの中心軸と同軸上になるように調
整されており、及び振り返って該中心軸は、好ましくは、特に吸入位置において、カプセ
ルチェンバにおける流れ方向の、マウスピースチャネルの少なくとも一つの隣接部、より
好ましくは、マウスピースチャネル全体の隣接部の中心軸と併合している。カプセルチェ
ンバの壁の螺旋形状の実装は、カプセルチェンバを通って吸引された空気の偏向の原因と
なり、この空気は、実質的に軸方向、カプセルチェンバの円周方向に吸引され、その結果
、カプセルチェンバを通って渦様の流れが得られる。カプセルチェンバ内に配置され、及
び針で予め孔が開けられたカプセルを、吸入の過程で、その長手方向の軸を軸として回転
、特に揺動回転させ、提案されるねじ筋及びこれによって得られた吸引された気流の乱流
が、少なくとも、このカプセルの回転又は揺動の助力となる。得られた乱気流は、孔が開
けられたカプセルの開口部を通った流れによって、カプセルからの粉末状物質の有利な放
出をもたらすとともに、吸引された気流にて有利かつ良好な物質の供給をももたらす。
【０００６】
　本発明のさらなる特徴は以下に説明され、また図の既述によっても説明されるが、それ
らは、多くの場合、請求項１の主題又はさらなる請求項の特徴との好ましい関連として説
明される。しかしながら、それらは、また請求項１又はさらなる請求項のそれぞれと個別
的に、又は独立的に、重要であり得ることができる。
【０００７】
　主題の好ましい改良は、前記ねじ筋が、前記カプセルチェンバの下端部から始まって、
前記カプセルチェンバの上端部まで届く、Ｓ字状のねじ筋リブを有し、及び前記カプセル
チェンバが、前記側壁の下基端部に吸引される空気のアクセス開口部を有していることに
よってもたらされる。ねじ筋リブは、カプセル壁に設けられ、エレベーションの形状に形
成されることができ、断面において半径方向内側にチェンバの内部へ延在し、又は台形に
形成されることもできる。ねじ筋リブの構成は、好ましくは、Ｓ字形状全体の形状に、チ
ェンバ壁の円周に溝様の窪みとして形成され、これは長手方向軸を軸にするカプセルの自
由回転及び／又は揺動に関して、特に有利であることが実証されている。好ましい実施形
態において、ねじ筋又はねじ筋リブは、少なくともカプセルチェンバの軸方向の全長をも
う少しで越える位まで延在し、該長さは、収容されるカプセルの軸方向長さに適合し、及
びさらに好ましくは、超過寸法を備えており、好ましい実施形態では、カプセルチェンバ
の軸方向長さは、カプセルの軸方向長さの約１．１から１．５倍に相当する。好ましい実
施形態において、ねじ筋又はねじ筋リブは、３６０度の全円周にわたって一様勾配に延在
している。さらなる実施形態において、ねじ筋が３６０度よりも小さく、例えば、１８０
度から２７０度の範囲で円周に、又は３６０度を超える円周に延在することも想定される
。さらに、その他の実施形態として、複数のねじ筋、例えば、二つのねじ筋が設けられ、
それらが相互により合わさって、かつ同じ方向に配置され、二重ねじ筋の態様で上昇する
ものが想定される。また、カプセルチェンバの下端部に面するねじ筋の端部に関連して、



(4) JP 2014-516660 A 2014.7.17

10

20

30

40

50

吸引される空気のためのアクセス開口部がカプセルチェンバの壁に形成されている。これ
は、厳格に半径方向に配列した通路開口部である。しかしながら、この点に関し、接線方
向指向のアクセス開口部が望ましく、また吸引される空気がアクセス開口部を通って、少
なくともほぼ接線方向でチェンバ壁に形成されたねじ筋へ、極端な偏向なく、流れるよう
に構成することが望ましい。その結果、カプセルチェンバ内に接線方向に吸引される空気
の乱流の発生を、ねじ筋が有利に促進させることができる。
【０００８】
　さらに好ましい実施形態では、装置の吸気開口部が、マウスピースチャネルの範囲に関
して口で囲まれるマウスピースアウトレットに対して、より好ましくはカプセルチェンバ
の軸方向長手方向の範囲に対して、軸方向に偏倚し、及びより好ましくは、前述したカプ
セルチェンバからマウスピースチャネルへの遷移面の上の軸方向範囲と隣接するように配
置されている。吸気開口部は、ユーザが見えるように有利に露出し、及びまた吸入の間は
覆われていないため有利であり、例えば、ユーザの唇によって、閉鎖され得る。
【０００９】
　以下、一つの実施形態を図示した添付の図面によって、本発明はさらに詳細に説明され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、不使用状態で、蓋によって閉鎖されている装置の斜視図を示す。
【図２】図２は、図１の装置の縦断面図を示す。
【図３】図３は、図１に対応するが、使用の準備状態を示す。
【図４】図４は、その縦断面図を示す。
【図５】図５は、装置の分解斜視図を示す。
【図６】図６は、装置のスライダーに面する、詳細に図示した正面図を示す。
【図７】図７は、スライダー内のカプセルチェンバを通る、図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線に沿
った拡大断面図を示す。
【図８】図８は、部分的に切り欠いた、図３に対応する装置の斜視図を示す。
【図９】図９は、その吸入位置へのスライダーの変位位置を示す、図４に対応する断面図
を示す。
【図１０】図１０は、スライダー内のカプセルチェンバの内部に収容されたカプセルに孔
を開ける過程を示す、図９に続く図を示す。
【図１１】図１１は、吸入工程を示す、図１０に続く図を示す。
【図１２】図１２は、吸入完了後のカプセル廃棄過程の状態にある装置を示す、さらなる
縦断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図示及び説明されるのは、まず第一に図１に関し、カプセル吸入器の態様の粉末状物質
を吸入するための装置であり、装置１は、便利な持ち運びできる小型のユニットとして実
施されている。装置は、カバー様のキャップ３がヒンジで動くようになっているハウジン
グ２を有している。さらに図１及び２の不使用状態に相当するキャップの閉鎖位置におい
て、装置１は、長さと高さの比率が約１：１から１：１．５であり、同様に、高さ範囲に
対して垂直の奥行き、即ち、図２で見られる画像平面に対して垂直の奥行きが、キャップ
が閉じた時のハウジング２の高さ範囲の約１／５である。装置１の構成要素は、好ましく
はプラスチック射出成形部材で作られている。
【００１２】
　ハウジング２は、まずマウスピース４が形成されており、マウスピース４は、ハウジン
グ２の幅の方向から見ると、中央に位置し、及び両側の隣接するハウジング部分よりもハ
ウジング２の高さ方向に高く持ち上げられているため、マウスピース４は無理なく唇に囲
まれることができる。
【００１３】
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　マウスピースチャネル５は垂直に延在し、図に関連して、外側に開口しているマウスピ
ースアウトレット６の領域において、マウスピース４に通じている。マウスピースチャネ
ル５は、マウスピースアウトレット６から始まって、ハウジング２の縦方向高さの約１／
２にわたって延在し、マウスピースアウトレット６の反対側端部において、ハウジング２
内に形成されたスライドチェンバ７内で開口状態で終了している。スライドチェンバは、
マウスピースチャネル５に対して垂直に、その結果、ハウジング２の幅の方向に延在し、
全体としては、ハウジング２のほぼ全幅にわたって続いている。
【００１４】
　前部の一方端において、スライドチェンバ７は、ハウジング壁８によって閉鎖され、ハ
ウジング壁８はまたスライドチェンバ７を周辺的に包囲している。他方端においては、ス
ライドチェンバ７は、作動されるスライダー９を受け止めるため、及びその結果、外側か
らアクセス可能となるように、関連するハウジング壁を貫通している。
【００１５】
　ハウジング壁８によって閉鎖されているスライドチェンバ端部に関連して、ハウジング
２は、吸気開口部１０を含有している。この開口部は、ハウジング２の幅の方向から見る
と、マウスピースアウトレット６に対して、隣接し、及びマウスピースチャネル５の軸方
向範囲の約１／２軸方向に偏倚している。吸気開口部１０は、マウスピースチャネル５と
実質的に平行に延在し、及びスライドチェンバ７に開口している吸気チャネル１１に併合
される。
【００１６】
　マウスピースチャネル５を通過する中心軸ｘに関し、挿入チャネル１２が吸気開口部１
０及び吸気チャネル１１の反対側に形成され、マウスピース４及びマウスピースチャネル
５に隣接して、またマウスピースチャネル５及び軸ｘと平行に配列して、吸気開口部１０
と同様にハウジング壁を貫通して外側に開口状態で終了している。他方端において、挿入
チャネル１２は、スライドチェンバ７に開口している。
【００１７】
　マウスピースチャネル５及び吸気チャネル１１と同様に、挿入チャネル１２も円形断面
を有し、挿入チャネル１２の直径は、このチャネルに挿入され及び吸入される粉末状物質
１３を収容するカプセル１４の直径に適合する。さらに好ましくは、挿入チャネル１２の
直径は、カプセル１４の直径に対して超過寸法を備え、より好ましくは、カプセルの直径
の１．１から１．３倍に相当するサイズの直径であり、これにより、適切に取り扱われた
場合には、カプセル１４は多くの摩擦を伴うことなく挿入チャネル１２を滑落することが
できる。以下にさらに詳細に説明するように、挿入の間、カプセル１４は、おおむね自由
に、挿入チャネル１２を通ってカプセルチェンバ内に落下する。
【００１８】
　スライドチェンバ７は、またカプセル１４の保管スペース１５を形成するハウジング部
分によって、下方から支持されている。スライドチェンバ７の開口部と同じ方向に面する
除去開口部１６を除き、保管スペースは、全側面をハウジング壁８に包囲されている。カ
プセル１４の日々の割当量は、例えば、保管スペース１５内に入れて持ち運ぶことができ
る。
【００１９】
　吸気開口部１０に隣接する狭い側の領域において、ハウジングの外側で、実質的に半殻
状の形状のキャップ３が、ハウジング２と、好ましくは一体的に、より好ましくは物質に
統合されるように、ヒンジ１７によって連結されている。ヒンジ１７は、留める作用を有
する、いわゆるスナップ作用ヒンジであり、また好ましくは、開放位置では自動ロック式
であり、マウスピース４と同様に吸気開口部１０及び挿入チャネル１２を開放するように
、キャップ３の旋回位置は設計される。図１及び２によれば、キャップの閉鎖位置におい
て、キャップ３は、吸気開口部１０及び挿入チャネル１２と同様にマウスピース４を覆い
、またキャップ閉鎖位置においてもロックされる。ヒンジ１７と反対のキャップの内側壁
のキャップの内部側に戻り止め留め具１８が成形され、戻り止め留め具１８は、この目的
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に役立つように挿入チャネル１２の壁の外側に形成された戻り止め凹部１９と係合する。
閉鎖位置において、戻り止め留め具１８に面しているキャップの部分は、さらにハウジン
グ壁８の段２０によって支持されている。
【００２０】
　スライダーチェンバ７は、実質的に中空円筒形状を有している。前記スライダー９は、
スライダーチェンバ７の長手方向範囲に変位可能に配置されており、従って、軸ｘに対し
て横方向であり、また、この目的のため、スライダー９は、さらにスライドチェンバ７の
内径に適合する外径を有している。そのため、スライダー壁２１は、スライドチェンバ７
の壁の周囲と接触するように構成されている。
【００２１】
　スライドチェンバ７に係合するスライダー９の端部の領域において、スライダーは、円
周に均等に配置された複数の半径方向突起部２２（図示した例示的実施形態では四個）を
備えている。突起部は、対応して形成され、位置する溝２３と係合している。溝２３は、
スライダー軸ｙと平行であり、スライドチェンバ７の壁に形成され、スライドチェンバ７
の閉鎖された前方壁から始まって、ほぼマウスピースチャネル５の開口部の位置まで延在
することにより、この溝２３の端部の領域に半径方向突起部２２のための停止肩部２４を
形成している。これらの停止肩部は、スライダー９の変位動作を、軸ｘに対して半径方向
外側にて制限する。
【００２２】
　特にスライダー９のスライドチェンバ７への嵌合のために、また吸入工程の間の空気の
経路のために、半径方向突起部２２を持つスライダー９の端部は、長手方向に細長い孔が
設けられて、スライダー壁２１に窓２５をもたらしている。窓２５は、スライダー軸ｙに
平行であり、スライダー９の自由端に向かって開口状態で終了している。
【００２３】
　スライダー９もまたカプセルチェンバ２６を有している。カプセルチェンバは、スライ
ダー９の自由端について、細長い孔が設けられたスライダー壁部分の後部に位置し、及び
スライダー軸ｙに対して横方向に延在し、さらにマウスピースチャネル５の軸ｘに平行に
配列し、より好ましくはチェンバの中空円筒形状の構成を有している。カプセルチェンバ
２６は、スライダー壁２１によって、実質的に周囲を閉鎖されており、同時にスライダー
壁２１は、またカプセルチェンバ２６の閉鎖された基部２７を形成している。基部と反対
側のカプセルチェンバ２６の端部は、特にカプセル１４がカプセルチェンバ２６に入るた
めに、スライダー軸ｙに対して半径方向外側に開口している。図示した例示的実施形態で
は、カプセルチェンバ２６の直径は、カプセルの直径の約１．２から１．４倍に相当する
ように選択され、これにより、カプセルチェンバ２６に挿入されたカプセル１４は、基部
２７上に立位で緩く静止する。
【００２４】
　吸引される空気のためのアクセス開口部２８は、カプセルチェンバ２６の下端部の領域
に形成されている。アクセス開口部は、またアクセス開口部から入った空気がカプセルチ
ェンバの空間に実施的に接線方向で入るように構成される。アクセス開口部２８は、外側
からスライドチェンバ７に、又はスライダー壁２１に部分的に包囲され、スライドチェン
バ７に開口しているスライダー９の空洞に、開口している。チェンバの内部では、アクセ
ス開口部２８は、チェンバ壁２９に形成されたねじ筋３０に開口している。図示した例示
的実施形態では、ねじ筋３０は、実質的にＳ字状に溝として形成されており、カプセルチ
ェンバ２６の下端部から始まり、カプセルチェンバ２６の上端部まで延在し、その結果、
カプセルチェンバ２６の開口端の方向にチェンバ壁２９に沿って上方に延在している。ね
じ筋３０は、チェンバ壁２９及びその軸方向高さの範囲全体にわたって約３６０度の周囲
を回っている。関連するアクセス開口部２８が、言わばチェンバ壁２９を通過する溝様の
ねじ筋３０の延長部として表されているような配置がさらに選択される。
【００２５】
　カプセルチェンバ２６の後に、スライダー９は、スライダースリーブ３１の形態で半径
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方向外側に続いている。押しボタン様の作動ハンドル３２が、スライダー軸ｙの範囲の方
向に変位可能であるようにスライダースリーブに取り付けられている。作動の開始位置で
は、作動ハンドル３２は、スライダースリーブ３１の外側に面する端部を越えて、自由に
延在している。内部に軸方向に配置されているのは二本の針３３であり、これらは、作動
ハンドル３２に固定され、及びスライダー軸ｙと平行かつこの軸から等距離の空間を隔て
て延在し、ハウジング２の基平面上の垂直突起に関して、一方が他方の上方に配置されて
いる。これらの端部において、針３３は、スライダー壁２１から形成されて、その案内チ
ャネルがチェンバ壁２９を貫通し、カプセルチェンバ２６内へ自由開口している案内ブッ
シング３４によって内部に案内される。
【００２６】
　作動ハンドル３２は、スライダー軸ｙと同軸上に配置された圧縮バネ３５によって、ス
ライダースリーブ３１の内部に面するチェンバ壁２９の領域に対抗するように支持されて
いる。このようにして、圧縮バネ３５は、スライダー軸ｙに対して軸方向外側に作動ハン
ドル３２に負荷をかけている。作動ハンドル３２の停止限界は、作動ハンドル３２に成形
され、及びスライダー軸ｙに平行に延在するバネ腕部３７の半径方向突起部３６の配置に
よって達成される。半径方向突起部３６は、さらなる詳細は図示していないスライダース
リーブ３１の停止肩部と相互に作用する。
【００２７】
　圧縮バネ３５のバネ力は、スライダーチェンバ７内のスライダー９のスライダー変位力
よりも小さくなるように選択され、及びその結果、スライダー壁２１と、スライダーチェ
ンバ７を区切るハウジング壁８との間の摩擦力よりも小さくなるように選択される。
【００２８】
　図面を参照すると、作動ハンドル３２が通過するための開口部を区切る端部の領域にお
いて、スライダースリーブ３１の下側には、垂直に下方に向いている閉鎖壁３８が、装置
１が不使用状態、即ち、スライダー９がスライダーチェンバ７内の内側に変位した位置に
おいて除去開口部１６を閉鎖するために成形されている。
【００２９】
　吸入工程を実施するために、まず、キャップ３が、ヒンジ１７の周り、並びに軸ｘ及び
ハウジング２の奥行き方向に対して横方向指向のヒンジ軸の周囲を旋回して開くことによ
り、マウスピース４及び吸気開口部１０と同様に挿入チャネル１２を露出する。この開始
位置において、スライダー９は後退し、及びスライドチェンバ７内に位置しており、この
後退位置は、半径方向突起部２２を備えるスライダー壁部分の停止部によって、スライド
チェンバ７の正面を閉鎖するハウジング壁８に向かって停止制限されている。この停止制
限位置において、カプセルチェンバ２６は、マウスピースチャネル５の軸方向延長部に位
置している。スライダー９のスライダースリーブ３１は、その外側に面する自由円周縁端
部が、通過されるハウジング壁部分の面に位置している。そのバネ負荷基礎位置によって
、作動ハンドル３２は、関連するハウジング２の狭い側の壁を越えて、対応するように延
在している。
【００３０】
　スライダー壁２１は、ユーザがつかめるように、スライダースリーブ３１の領域におい
て部分的に露出し、またこの目的のために、窓様凹部３９がハウジング２の広い側の表面
に設けられている。これらの凹部は、作動ハンドル３２が通過するハウジング２の端壁に
向かって、開放端を有する細長い孔様の構成を有している。壁の外側のスライダースリー
ブ３１に設けられた把持部４０は、これらの凹部３９を通って延在している。
【００３１】
　一方の手の指で把持部４０をつかみ、同時に他方の手でハウジング２をつかむことによ
り、スライダー９は、最初に停止限界まで引き出される。この停止限界引出位置において
、カプセルチェンバ２６は、挿入チャネル１２の軸方向延長部に位置し、これによって、
カプセル１４は、挿入チャネル１２を経由してカプセルチェンバ２６内に挿入可能となる
。カプセル１４は、対応するスライダー９の変位の前に、予め挿入チャネル１２内に挿入
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しておくことが可能であり、これにより、対応するスライダー９の変位の後に、カプセル
１４は、自動的にカプセルチェンバ２６内に落下する。代替的に、保管スペース１５は、
次に挿入チャネル１２を経由して挿入される新しいカプセル１４を除去するために、スラ
イダーの延長位置に露出する。
【００３２】
　図９のようにスライダー９を、スライドチェンバ７内のその挿入された、停止限界位置
まで戻した結果、カプセルチェンバ２６に収容されたカプセル１４は、マウスピースチャ
ネル５に対して軸方向に関連するように移動する。スライダー９の変位は、作動ハンドル
３２を押した結果として生ずることが望ましく、これにより、作動ハンドル３２に対して
作用する圧縮バネ３５は、スライダーの変位の過程で生ずる作動ハンドル３２とスライダ
ー９との間の関連動作を許容しない。
【００３３】
　停止限界スライダー挿入位置において、圧縮バネ３５の復元力は、作動ハンドル３２に
負荷されるさらなる圧力によって克服されることが望ましく、その結果、作動ハンドル３
２に固定された針３３の変位に関連して対応する、停止制限作用によって固定された、ス
ライダー９に関連する作動ハンドル３２の対応する関連動作をもたらす。針の先端が案内
ブッシング３４を通過してカプセルチェンバ２６内に入り、変位のさらなる過程でカプセ
ル壁４１に孔を開け、針の先端がカプセルの内部まで通過するのと同様に、それらはカプ
セル内部から外側に向かって現れる。針３３の配置は、いずれの場合も、円筒中心部から
キャップ端部への遷移領域において、それらがカプセル１４に孔を開けられるように選択
される。作動ハンドル３２に負荷される圧力を緩和した後、圧縮バネ３５の作用によって
、作動ハンドルは、針３３が再びカプセルチェンバ２６の領域から引き出される、停止限
界基礎位置に自動的に後退する。
【００３４】
　マウスピースチャネル５の軸方向延長部におけるカプセルチェンバ２６の関連位置にお
いて、挿入チャネル１２は、スライダースリーブ３１の壁によって、基部側が閉鎖されて
いる。
【００３５】
　吸入のため、吸入により気流が発生した後、マウスピース４は、唇で包囲される。気流
は、吸気開口部１０を経由して吸気チャネル１１、及び細長い孔が設けられたスライダー
壁２１に形成されたスライダー９の空洞に入り、アクセス開口部２８を通ってカプセルチ
ェンバ２６に吸引され、ここで、カプセルチェンバ２６及び次ぐマウスピースチャネル５
の内部にて、軸方向に通過する気流に加えて、カプセルチェンバ壁２９のねじ筋様構成に
よる円周方向動作によって、気流がカプセルチェンバ２６内を乱流態様で通過するように
衝突する。通過の際、空気は、同時に格納されている物質１３を除去するように孔が開け
られたカプセル１４に流れ、乱流の結果、物質１３は、気流とともによく混合される。空
気と物質の混合物は、マウスピースアウトレット６を経由して吸入され、乱気流は、マウ
スピースチャネル５からマウスピースアウトレット６へ、スライダー９の変位方向に対し
て実質的に垂直に、移動する。
【００３６】
　カプセルチェンバ２６を通る空気の乱流経路の過程において、カプセル１４は引張られ
るため、カプセルチェンバ２６の内部でカプセル１４の揺動動作が得られるまで固定して
回転され、またマウスピースチャネル５の関連する位置において、カプセルチェンバ２６
は、マウスピースチャネル５の端部に露出する保持格子４３によって覆われる。保持格子
は、カプセル１４がマウスピースチャネル５内へ引き付けられるのを防ぎ、保持格子４３
のメッシュの幅としては、粒子を運ぶ空気が通過する際に障害とならない程度の十分な大
きさが選択される。
【００３７】
　取り出されたカプセル１４は、使用後、直ちに廃棄することができる。代替的に、キャ
ップ３によってハウジング２を閉鎖した後、カプセルは次の吸入工程まで取り出されてい
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ないが、この目的のため、いずれの場合も、カプセルチェンバ２６を挿入チャネル１２に
関連する軸方向延長部に持ってくるために、スライダー９は、軸方向外側に位置し、及び
挿入チャネル１２によって、ハウジングを傾けることでカプセル１４を取り出すことがで
きる（図１２参照）。
【００３８】
　さらに、装置１は、吸入の準備のために、不使用状態、即ち、図１及び２に示す閉鎖キ
ャップ位置において、物質１３で満たされたカプセル１４は、挿入チャネル１２の内部に
位置し、基部側がスライダースリーブ３１に支持され、及びカプセル１４は、キャップ３
に成形されたカバー部４２によって、閉じ込められるように覆われている。スライダー９
が引き出されると、カプセル１４は、カプセルチェンバ２６内に落下し、その後、スライ
ダー９は、カプセル１４をマウスピースチャネル５の軸方向延長部に置くために戻る。カ
プセル１４に孔が開けられた後、キャップ３は旋回して開放し、その後、吸入工程が実施
される。
【００３９】
　開示された全ての特徴は（それ自体で）、本発明に関連している。関連する／付随する
先行文献（先行出願の写し）の開示内容も、これらの文献の特徴を本出願のクレームに組
み入れる目的を含めて、ここに本出願の開示として全て含まれている。それらの任意的な
下位の構成である従属クレームは、特に、これらのクレームに基づいて分割出願を行うに
あたり、先行技術に対する独立した創作性のある改良として特徴付けられる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　　　　装置
　２　　　　　　ハウジング
　３　　　　　　キャップ
　４　　　　　　マウスピース
　５　　　　　　マウスピースチャネル
　６　　　　　　マウスピースアウトレット
　７　　　　　　スライドチェンバ
　８　　　　　　ハウジング壁
　９　　　　　　スライダー
　１０　　　　　吸気開口部
　１１　　　　　吸気チャネル
　１２　　　　　挿入チャネル
　１３　　　　　物質
　１４　　　　　カプセル
　１５　　　　　保管スペース
　１６　　　　　除去開口部
　１７　　　　　ヒンジ
　１８　　　　　戻り止め留め具
　１９　　　　　戻り止め凹部
　２０　　　　　段
　２１　　　　　スライダー壁
　２２　　　　　半径方向突起部
　２３　　　　　溝
　２４　　　　　停止肩部
　２５　　　　　窓
　２６　　　　　カプセルチェンバ
　２７　　　　　基部
　２８　　　　　アクセス開口部
　２９　　　　　チェンバ壁
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　３０　　　　　ねじ筋
　３１　　　　　スライダースリーブ
　３２　　　　　作動ハンドル
　３３　　　　　針
　３４　　　　　案内ブッシング
　３５　　　　　圧縮バネ
　３６　　　　　半径方向突起部
　３７　　　　　バネ腕部
　３８　　　　　閉鎖壁
　３９　　　　　凹部
　４０　　　　　把持部
　４１　　　　　カプセル壁
　４２　　　　　カバー部
　４３　　　　　保持格子
　ｘ　　　　　　軸
　ｙ　　　　　　スライダー軸

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月18日(2012.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、主たる請求項の前置きの粉末状物質、特に薬剤の類を吸入するための装置に
関するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　当該種類の装置は知られている（特許文献１）。マウスピースを通る、及び結果的にカ
プセルチェンバをも通る吸引の結果、粉末状物質は、カプセル壁に孔を開けて設けられた
開口部を通じて、外に出てカプセルを空にし、その後、吸引された気流にともなって吸入
される。吸引される空気の導入は、カプセルチェンバの下側の一つ又はそれ以上の開口部
と通してもたらされる。これらの装置は、頻繁に周囲に自由に置きっぱなしにされたり、
又はポケットに入れて持ち運ばれることすらあるため、これらの解決手段は、汚染に対し
て非常に脆弱である。これは、汚染が内部で生じた場合、ユーザが損傷することなく、実
際に接することができないため、特に解決困難である。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】独国特許出願公開第ＤＥ　１０　２００８　０１４　０２５　Ａ１号明細
書
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　前記先行技術に鑑み、本発明の技術的目的は、当該種類の装置を改良することであり、
特に、いつも同様にカプセルから物質を放出することに関して改良することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この目的は、請求項１の主題によって実質的に達成される。使用しないときは、空気の
入る開口部はカバーによって閉鎖されている。使用中は、つかんでいる手によって空気が
入るのを閉鎖するのは実際上不可能である。吸引する口の唇が、吸気開口部の端部の所に
もう少しで届く位の所まで届いたとしても、問題を引き起こさないことも見出されている
。後者が実際のところ、吸引作用を制御する。空気の入口は、実際にはカプセルチェンバ
の吸気開口部から最も遠い空間であるため、可能な限り、流れの均一性のためのより長い
空気の経路を得ることができる。キャップの閉鎖位置において、空気の入口の位置及び吸
引の位置の双方が、常に汚染から保護されている。好ましくは、この保護機能は、キャッ
プが閉鎖したときに達成され、この点において、カプセル挿入チャネルを、吸気開口部と
半径方向反対側に位置させることにより、このチャネルも閉鎖位置においてヒンジで連結
したキャップに覆われる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉末状物質（１３）、特に薬剤の類がカプセル（１４）に収容されており、
　前記カプセル（１４）は、スライダー（９）によって取出し位置へ変位可能であり、
　前記カプセルの内容物を、カプセルチェンバ（２６）の軸方向延長部に及んで、及びカ
バー態様にて、ヒンジで連結したキャップ（３）によって覆われるマウスピースチャネル
（５）を通って、完全に吸引するために、取出し位置においてカプセル壁（４１）が、変
位可能な針（３３）によって孔を開けられることができる装置（１）であって、
　吸気開口部（１０）が、閉鎖されたキャップ（３）の下に位置し、マウスピースアウト
レット（６）に対して横方向及び軸方向に偏倚し、及びカプセルチェンバ（２６）の吸気
開口部（２８）まで延在していることを特徴とする装置。
【請求項２】
　カプセル挿入チャネル（１２）が吸気開口部（１０）と半径方向反対側に位置し、同様
にキャップによって覆われることができることを特徴とする請求項１に記載の装置。
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